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注意事項（１／３）

Threat Prevention 
Function Supported Protocol

Threat Emulation HTTP/HTTPS
IPS ANY
Anti-Bot ANY
Anti-Virus HTTP/HTTPS
URL Filter HTTP/HTTPS
Application Control ANY

1. 共⽤端末での複数のユーザの保護はサポートして
いない。最初にConnect Appをインストールした
ユーザのみ保護可能
• あるユーザで Harmony Connect へのサインインを完

了した後に、別のユーザが ConnectApp の起動を試
みるとエラーメッセージが表⽰される

2. Threat Prevention の各機能に対応しているプロ
トコルは、左表のとおり
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注意事項（２／３）
3. ID プロバイダ使⽤時に、「ユーザ」と「グループ」

が⾃動同期して、アクセスポリシーのソース（送信
元）オブジェクトとして使⽤できるのは、Azure AD、
Okta、PingID のみ
• Microsoft AD FS、OneLogin、Generic SAML 使⽤時は、

「ユーザ」と「グループ」は、⼿動で追加する必要がある
• E メールでユーザを作成した場合は、アクセスポリシーの

ソース（送信元）としてグループを指定することはできな
い。グループを指定できるのは ID プロバイダを使⽤した
場合のみ

4. SSL FULL INSPECTIONは、QUIC プロトコルに対応
していないため、QUICプロトコルを使⽤する Web サ
イトへのアクセスを制御するためには、QUIC プロト
コルを Block するルールを作成する必要がある
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注意事項（３／３）
5. 従来型のリモートアクセス VPN と併⽤する際は、

リモートアクセス VPN の設定を、スプリットト
ンネルにする必要がある
• フルトンネル型のリモートアクセス VPN とは併⽤で

きません
6. VPN 装置のIPアドレスまたはドメイン名をバイ

パスする必要がある
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